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・全道の位置づけ、周辺との関わりは重要（フラッグシティ）

・20年後の都市型産業を想定した上で都市づくりを検討すべき

・今後はエネルギー政策の観点からの議論も重要

・コンパクトシティの考えが経済活性化の足かせにならないか

・市民の生活行動の変化を読み解くべき

（ネット社会、買物難民、自動車離れなど）

・札幌の立地や気候条件、環境やライフスタイル、低炭素都市づく

りに対応した施策が重要

・将来展望の変化に合わせ見直せる、成長し続ける計画にしたい

【【【【第１回検討部会資料第１回検討部会資料第１回検討部会資料第１回検討部会資料】】】】

・都市マスの位置づけ、・都市マスの位置づけ、・都市マスの位置づけ、・都市マスの位置づけ、

役割役割役割役割

・現行都市マスの取組・現行都市マスの取組・現行都市マスの取組・現行都市マスの取組

・まちづくり戦略ビジョン・まちづくり戦略ビジョン・まちづくり戦略ビジョン・まちづくり戦略ビジョン

・都市マス見直しの論点・都市マス見直しの論点・都市マス見直しの論点・都市マス見直しの論点

・都心・拠点への機能集約・集積・都心・拠点への機能集約・集積・都心・拠点への機能集約・集積・都心・拠点への機能集約・集積

・郊外等の人口減・高齢化への・郊外等の人口減・高齢化への・郊外等の人口減・高齢化への・郊外等の人口減・高齢化への

対応対応対応対応

・持続可能な市街地ｲﾝﾌﾗの維持・持続可能な市街地ｲﾝﾌﾗの維持・持続可能な市街地ｲﾝﾌﾗの維持・持続可能な市街地ｲﾝﾌﾗの維持

更新更新更新更新

・地域特性を考慮したまちづくり・地域特性を考慮したまちづくり・地域特性を考慮したまちづくり・地域特性を考慮したまちづくり

・アンケート・スケジュール・アンケート・スケジュール・アンケート・スケジュール・アンケート・スケジュール

【【【【委員委員委員委員からのからのからのからの主主主主なななな意見意見意見意見】】】】 【【【【見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点】】】】

・現状認識「コンパクトシティ＝拡大しない（内部を充実）」

・コンパクトシティの具体の推進はこれから

・20年後の都市の有り様は具体的に議論されていない

・空き店舗・空き家などの活用も含め、コンバージョンして

質の高いまちをつくっていく考え方が重要

・周囲の自然豊かな公園など札幌の資産を活用すべき

・郊外の衰退と交通施策は密接な関係がある

・南区などの郊外部は、道外の人、外国人などの別荘地とし

て人気がでるのでは

・具体の都市づくりをどこで実現するか、アクションエリアを検

討すべき

・拠点の特徴や地域性を踏まえ、拠点間の役割分担が重要

であると考えられる

・市民、企業と連携して地域の特性を生かした取組を反映で

きる内容にしたい

・市民がどう暮らしたいか、都市づくりへの参加意向など、聞

きたいことを精査してアンケートを実施しては

１．第１回検討部会意⾒の概要及び都市マス⾒直しにあたっての視点

１１１１

市街地特性に応じた、

地域ごとの視点

【【【【確認・強調された事項確認・強調された事項確認・強調された事項確認・強調された事項】】】】

【【【【追加検討すべき視点追加検討すべき視点追加検討すべき視点追加検討すべき視点】】】】

都市全体の視点

都市づくりの体制・

進め方について

札幌らしさを生かした、

都市づくりの方向性について

・各委員の専門的知見・各委員の専門的知見・各委員の専門的知見・各委員の専門的知見 ・20年後も安心して豊かに住み続け

られる、札幌にふさわしい都市づくり

の検討

・これまでの市街地の質の維持・向上を

図る方策の検討（成熟した都市づくり）

・都市づくりを具体に進める「アクション

エリア」の抽出・検討

・今ある都市づくり活動との連動



２２２２

第４次長総
※:第４次札幌市長期総合計画（札幌市基本構想に基づいて，2020年（平成32年）を目標年次とする20年間の総合的な施策体系や展開方針などを示した計画。）
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見直しにあたっての４つの視点ごとに現行都市計画マスタープラン、まちづくり戦略ビジョン、検討部会の意見の内容を比較

まちづくり戦略まちづくり戦略まちづくり戦略まちづくり戦略

ﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞｼﾞｮﾝ（（（（H25～～～～））））
（将来人口）（将来人口）（将来人口）（将来人口）平成平成平成平成27272727年年年年(194194194194万人万人万人万人)

をピークに減少見込みをピークに減少見込みをピークに減少見込みをピークに減少見込み

検討部会の意見検討部会の意見検討部会の意見検討部会の意見

（現状認識、（現状認識、（現状認識、（現状認識、20年後の展望）年後の展望）年後の展望）年後の展望）
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検

討

都市全体の視点

都市づくりの体制・

進め方について

札幌らしさを生かした、

都市づくりの方向性

について

現行都市計画現行都市計画現行都市計画現行都市計画

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ（（（（H16～）～）～）～）
（将来人口）（将来人口）（将来人口）（将来人口）205205205205～～～～210210210210万人万人万人万人

（（（（H32323232第４次第４次第４次第４次長総長総長総長総
※※※※

と同じ）と同じ）と同じ）と同じ）

【【【【見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点見直しにあたっての視点】】】】

１．第１回検討部会意⾒の概要及び都市マス⾒直しにあたっての視点

市街地特性に応じた

地域ごとの視点

原則１ 一人ひとりの暮らしの質の

向上を支えます

原則２ 自然と共生し北の風土特

性を尊重します

原則３ 多くの人が集まる場を大

切にします

共創都市さっぽろ

～ S･L･I･M City Sapporo ～

Sustainability
（持続可能性）

Livable
（安心・快適で質の高い生活）

Innovation
（創造性の発揮）

Managing
（ｴﾈﾙｷﾞｰやﾓﾋﾞﾘﾃｨなど多様なﾏﾈ

ｼﾞﾒﾝﾄ）

・全道の位置づけ、周辺との関わりは重要（フラッグシ

ティ）

・20年後の都市型産業を想定した上で都市づくりを検討

すべき

・20年後の都市の有り様は具体的に議論されていない

・市民の生活行動の変化を読み解くべき

（ネット社会、買物難民、自動車離れなど）

・札幌の立地や気候条件、環境やライフスタイル、低炭

素都市づくりに対応した施策が重要

・将来展望の変化に合わせ見直せる、成長し続ける計

画にしたい

「持続可能なコンパクト・シ「持続可能なコンパクト・シ「持続可能なコンパクト・シ「持続可能なコンパクト・シ

ティへの再構築」ティへの再構築」ティへの再構築」ティへの再構築」

○市街地の拡大抑制を基調とし、

既存都市基盤を有効に活用しな

がら都市の魅力と活力（質）を向

上

「持続可能な札幌型の集約連「持続可能な札幌型の集約連「持続可能な札幌型の集約連「持続可能な札幌型の集約連

携都市への再構築」携都市への再構築」携都市への再構築」携都市への再構築」

○超高齢社会を見据え、地下鉄駅

の周辺などに、居住機能と生活

を支える多様な都市機能を集約

することで、効率的に都市サービ

スを享受できるコンパクトな都市

など

・今後はエネルギー政策の観点からの議論も重要

・コンパクトシティの考えが経済活性化の足かせになら

ないか

・現状認識「コンパクトシティ＝拡大しない（内部を充

実 ）」

・コンパクトシティの具体の推進はこれから

・空き店舗・空き家などの活用も含め、コンバージョンし

て質の高いまちをつくっていく考え方が重要

○都心の再生・再構築（都心）

○多中心核構造の充実・強化

（拠点）

○多様な住まい方を支える質の

高い居住環境の実現（都心周

辺、地下鉄沿線、郊外住宅地

など）

○市街地の外の自然環境の保

全と活用（市街化調整区域）

○オープンスペース・ネットワー

クの充実・強化（郊外部）

※まちづくり戦略ビジョン（戦略編）

「都市空間創造戦略～今後10年

間の施策の方向性～」（概要版

P21～25）を参照

・周囲の自然豊かな公園など札幌の資産を活用すべき

・郊外の衰退と交通施策は密接な関係がある

・南区などの郊外部は、道外の人、外国人などの別荘

地として人気がでるのでは

・具体の都市づくりをどこで実現するか、アクションエリ

アを検討すべき

・拠点の特徴や地域性を踏まえ、拠点間の役割分担が

重要であると考えられる

○地域の取り組みの連鎖

○都市づくりの取組における「協

働」

○地域マネジメント ・市民・企業と連携して地域の特性を生かした取組を反

映できる内容にしたい

・市民がどう暮らしたいか、都市づくりへの参加意向な

ど、聞きたいことを精査してアンケートを実施しては



都市全体都市全体都市全体都市全体の視点の視点の視点の視点

【従前（拡大型）】 【現行都市マス】

【まちづくり戦略ビジョン】

２．⾒直しの⽅向性の検討

人口減少・高齢化が人口減少・高齢化が人口減少・高齢化が人口減少・高齢化が

進行する郊外住宅地進行する郊外住宅地進行する郊外住宅地進行する郊外住宅地、、、、

一般住宅地一般住宅地一般住宅地一般住宅地ははははどうあどうあどうあどうあ

るべきかるべきかるべきかるべきか

道内での役割

道外・海外と

の関わりは

都心都心都心都心、、、、拠点拠点拠点拠点、複合型、複合型、複合型、複合型

高度利用市街地高度利用市街地高度利用市街地高度利用市街地へへへへ

の都市機能の集積の都市機能の集積の都市機能の集積の都市機能の集積

をををを進め、多様な交流進め、多様な交流進め、多様な交流進め、多様な交流

をいかに創出するをいかに創出するをいかに創出するをいかに創出する

かかかか

３３３３

[第３回議題]

[第４回議題]



４４４４

２．⾒直しの⽅向性の検討

＜都心＞※都心まちづくり計画と整合を図る

・国際競争力を高める魅力と活力ある都心のあり方

・居住の受け皿としての都心づくりのあり方

・既存ストックの更新時期を捉えた新たな機能導入の

あり方

（安全安心、エネルギー転換、低炭素都市づくりなど）

＜複合型高度利用市街地＞（環状通内側・地下鉄沿線）

・都心回帰の傾向を踏まえた多様な機能立地のあり方

・利便性の高い、人が集まる地域としての景観まちづ

くりのあり方（景観基本計画との整合）

・既存の公共施設・インフラの維持・更新のあり方

＜拠点＞

・郊外や隣接都市との連携を踏まえた拠点のあり方

・拠点における多様な都市機能の集積・誘導のあり方

・既存エネルギーネットワークの活用のあり方

＜一般住宅地・郊外住宅地＞

・地域の価値を高める住民、民間事業者と連携した

まちづくり活動・地域マネジメントのあり方

・豊かな自然環境など地域資源活用のあり方

・交流機能、生活利便機能と地域交通のあり方

＜市街化調整区域＞

・みどりや農地の環境保全、公園、

オープンスペース活用のあり方

・再生可能エネルギー導入など新

たな土地利用ニーズへの対応の

あり方

市街地特性に応じた市街地特性に応じた市街地特性に応じた市街地特性に応じた地域ごと地域ごと地域ごと地域ごとのののの視点視点視点視点

高次機能交流拠点

地域交流拠点

都心



（（（（第第第第２２２２回）回）回）回）

見直しの方向性見直しの方向性見直しの方向性見直しの方向性

のののの検討検討検討検討

前回議論から得られた

見直しにあたっての視点

＋

第１回検討部会資料で

提示した見直しの論点

３．第２〜４回検討部会の議論の進め⽅

（第（第（第（第４４４４回回回回））））

人口人口人口人口減少・高齢化が進行する郊外住減少・高齢化が進行する郊外住減少・高齢化が進行する郊外住減少・高齢化が進行する郊外住宅地宅地宅地宅地、、、、

一般一般一般一般住住住住宅地宅地宅地宅地ははははどうどうどうどうあるべきあるべきあるべきあるべきかかかか

・地域の価値を高める住民、民間事業者と連携した

まちづくり活動・地域マネジメントのあり方

・交流機能・生活利便機能と地域交通のあり方

・豊かな自然環境など地域資源活用のあり方

・新たなテーマ（低炭素、安全・安心）に基づく都市づく

りの展開方向

・上記を実現できる場所や担い手の想定

・市街化調整区域のあり方

（第（第（第（第３３３３回回回回））））

都心都心都心都心、、、、拠点拠点拠点拠点、複合型高度利用市街地、複合型高度利用市街地、複合型高度利用市街地、複合型高度利用市街地への都への都への都への都

市市市市機能機能機能機能の集積をの集積をの集積をの集積を進め、多様な交流をいかに進め、多様な交流をいかに進め、多様な交流をいかに進め、多様な交流をいかに

創出する創出する創出する創出するかかかか

※都心は都心まちづくり計画の検討動向との整合

・国際競争力を高める魅力と活力ある都心のあり方

・都心回帰の傾向を踏まえた住まいや、景観まちづく

りのあり方

・周辺との連携を踏まえた拠点機能のあり方

・拠点における多様な都市機能の集積・誘導のあり方

・新たなテーマ（低炭素、安全・安心）に基づく都市づくり

の展開方向

・上記を実現できる場所や担い手の想定

市民アンケート

・居住環境に関する意向

・都市づくりの方向性に関する意向

・都市づくりの体制・進め方に関する意向

市民アンケート

・居住環境に関する意向

・都市づくりの方向性に関する意向

・都市づくりの体制・進め方に関する意向

５５５５

都市全体・地域ご

とと視点を行き来

しながら、議論を

成長させていく

都市全体都市全体都市全体都市全体とととと地域ごと地域ごと地域ごと地域ごとのののの両方の視点から計画を見直し両方の視点から計画を見直し両方の視点から計画を見直し両方の視点から計画を見直し

見直しの方向性

・都市全体

・地域ごと

都市マス見直しの

方向性

（キーワード）

持続可能

成熟都市

創造

地域マネジメント

（何を、どこで、誰が、

どのように）



４．スケジュール（予定）

６６６６



人口減少や高齢化を見据えた都市づくりについて市民の意向を把握し、都市計画マスター

プランにおける今後の都市づくりの方向性を検討・確認するための参考とする。

５．市⺠アンケート
（１）意向調査の目的（１）意向調査の目的（１）意向調査の目的（１）意向調査の目的

①実施時期：平成26年８月

②実施方法：郵送による配布・回収

③配布対象：札幌市民3,000人（18歳以上の市民を対象に住民基本台帳から無作為抽出）

④配布物

・アンケート調査の案内（Ａ４版片面）

・調査票：Ａ４版８ページ

（２）実施方法（２）実施方法（２）実施方法（２）実施方法

①まず今後の居住意向の質問を足掛かりに、身近な身近な身近な身近な地域地域地域地域ごとの居住環境の評価、求めらごとの居住環境の評価、求めらごとの居住環境の評価、求めらごとの居住環境の評価、求めら

れる居住環境の質れる居住環境の質れる居住環境の質れる居住環境の質を把握する。また、移住場所やそこで想定する交通利用を聞くこと

で、集住化やモビリティマネジメントの必要性について検証する。

②次に人口減少・高齢化を背景にした都市づくり（市街地拡大抑制、内部の充実）都市づくり（市街地拡大抑制、内部の充実）都市づくり（市街地拡大抑制、内部の充実）都市づくり（市街地拡大抑制、内部の充実）につ

いて認知度や賛否を問うとともに、今後重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野に

ついて意向を把握する。

③今後の都市づくりを支える体制・進め方として、地域との地域との地域との地域との協働協働協働協働、地域活動等への参加、地域活動等への参加、地域活動等への参加、地域活動等への参加

についての市民の意識・意向を把握する。

項目項目項目項目 設問内容設問内容設問内容設問内容 把握したいこと、ねらい把握したいこと、ねらい把握したいこと、ねらい把握したいこと、ねらい

問１

回答者の属性

・性別★／年齢★／居住区／職業／札幌での居住年数／家族構成／住まいの

形態（戸建、マンション等）／自家用車の有無

・問２以下の設問について、必要に応じて属性別の傾

向を把握(クロス集計による分析等）

問２

居住環境に関す

る意向

・今後も札幌市に住み続けたいか★

⇒ 住み続けたい理由、住み続けたくない理由

・今後、住みたいと思う居住環境（都心、拠点、高度利用住宅地、一般住宅

地、郊外住宅地などをイメージできる選択肢）★

・利便性の高い場所へ移り住んだ場合の公共交通の利用意向

・居住環境に重視すべき要素（生活利便性（買い物・医療等）、交通利便性

（公共交通、車）、安全性（防災、防犯）、コミュニティ、公園緑地・景

観等）★

・居住環境向上に資する個別の取組に関する意向（景観形成 など）

・１つの評価指標として、今後の札幌市への居住意向

を把握

・都市構造の再編・維持を検討する際に、考慮すべき

市民の居住ニーズ居住ニーズ居住ニーズ居住ニーズ（（（（どこに住みたいかどこに住みたいかどこに住みたいかどこに住みたいか、、、、何が必要何が必要何が必要何が必要

かかかか））））を把握

・関連部局における取組に関する個別事項個別事項個別事項個別事項について、

市民の意向を把握

問３

都市づくりの

方向性に関する

意向

・人口減少をふまえた今後の都市づくりの方向性に関する意向

※人口減少により今後想定される状況について図示するなど説明を加える

・重点的に取り組みが必要だと思われる分野（景観形成 など）

・人口が減少するなかで、市街地の拡大抑制市街地の拡大抑制市街地の拡大抑制市街地の拡大抑制・・・・内部充内部充内部充内部充

実に関する市民の意向実に関する市民の意向実に関する市民の意向実に関する市民の意向を把握

・今後重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野重点的に取り組みが必要だと思われる分野につ

いて、市民の意向を把握

問４

都市づくりの体

制・進め方に関

する意向

・今までのまちづくり活動への参加の有無

・今後のまちづくりへの参加意向（話し合いに参加、アンケートに協力、意

見投稿、情報共有、参加しない等）

・ＷＳ開催の場合の参加意向

・今後の都市づくりにおける「「「「協働協働協働協働」」」」の取組についての取組についての取組についての取組について

の市民の意向の市民の意向の市民の意向の市民の意向を把握

・ＷＳ参加者の抽出

問５ 自由意見
・札幌市の都市づくり全般についての自由意見★

・問２～４で把握できない市民の関心やニーズ等を抽

出

７７７７

（３）（３）（３）（３）設問内容（案設問内容（案設問内容（案設問内容（案）））） 「★」は子どもアンケートの設問（表現・選択肢等は子ども向けに修正）

都市づくりの体制・都市づくりの体制・都市づくりの体制・都市づくりの体制・

進め方について進め方について進め方について進め方について

都市全体都市全体都市全体都市全体の視点の視点の視点の視点

市街地市街地市街地市街地特性に応じた、特性に応じた、特性に応じた、特性に応じた、

地域ごと地域ごと地域ごと地域ごとのののの視点視点視点視点

札幌らしさを生かし札幌らしさを生かし札幌らしさを生かし札幌らしさを生かし

た、都市づくりの方た、都市づくりの方た、都市づくりの方た、都市づくりの方

向性について向性について向性について向性について


